
このシンポジウムは，「校長の学校事務職員の専門性活用能力に関する研究」（科研費23K02177）」（研究代表者：藤原文雄
文部科学省 国立教育政策研究所教育政策・評価研究部長）の一部として実施するものであり、スクールビジネスリーダーシップ
研究会による運営支援を得て実施するものです。（問合せ先：fujiwara@nier.go.jp）。

学校事務職員の前歴を持つ者の校長・副校長登用の先進地域である大阪市において、学
校事務職員の前歴を持つ校長・副校長はどう強みを生かし、弱みに対処して、校長・副校長
に適応していったのか、その教訓から校長・副校長の資質・能力について再考します。教職
員、行政関係者の皆さんの参加をお待ちしています。

学校事務職員の前歴を持つ校長・副校長としての強み
～「自分らしさ」で拓くリーダーシップ～

会場定員：50人
オンライン定員：100人
申込み〆切：9月10日（水）

時間 内容

13：30 開会挨拶

藤原文雄（文部科学省 国立教育政策研究所 教育政策・評価研究部長）
13：35 第一部 「学校事務職員の前歴を持つ校長・副校長の強み・弱み、適応プロセス」

小松敏章（大阪市立鷹合小学校長）「子どものためにおもろい学校を作りたい」

林真美子（大阪市立遠里小野小学校長）「人間関係を大切に真摯に向き合いたい」

岡田香子（大阪市立泉尾東小学校長）「事務研究会の研究を生かし挑戦したい」

司会：藤原文雄（文部科学省 国立教育政策研究所 教育政策・評価研究部長）
14：45 休憩

14：55 第二部 「学校事務職員の前歴を持つ校長・副校長の生徒指導の取組」

宮古紀宏(文部科学省 国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター

  副センター長)「生徒指導の観点から」

コメント：小松敏章（大阪市立鷹合小学校長）、林真美子（大阪市立遠里小野小

学校長）、岡田香子（大阪市立泉尾東小学校長）

司会：藤原文雄（文部科学省 国立教育政策研究所 教育政策・評価研究部長）

16：05 第三部 ディスカッション「そもそも校長・副校長に求められる資質・能力とは」

ファシリテーター：谷明美（スクールビジネスリーダーシップ研究会長・徳島県藍
住町立藍住東中学校教頭）ほか

16：35 閉会挨拶 ＊閉会後、名刺交換会を実施（会場参加者のみ）

藤原文雄（文部科学省 国立教育政策研究所 教育政策・評価研究部長）

料無

https://forms.gle/3V98HRiwppJvhRAP6

（申し込み先）
＊定員に達し次第受付終了

https://forms.gle/8JkMafQ5HyLdebsS6
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